
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 『これからの運動部活動の在り方』 

 

      副校長 石橋 弘毅 
 

６月１日（水）から３日（金）までの３日間、本校２年生３名が職場体験を行いました。快く生徒を受

け入れてくださった事業所の方々に、心より感謝申し上げます。それぞれの職種独特の知識・技能の習得

だけではなく、社会人として必要な礼儀やマナー、働く上での心構えなども伝授していただけたことは、

自分の将来を見据えて今後の生活を送っていくための糧となるでしょう。本当にありがとうございまし

た。 

６月４日（土）、５日（日）にはバスケットボール部が八丈島合同チームとして品川区大会に出場し、

一回戦では男子チーム、女子チームともに勝利しました。惜しくも２回戦では敗退してしまいましたが、

これまでの練習の成果が出た活躍でした。 

運動部活動については、スポーツ庁から６月６日（月）に出された「運動部活動の地域移行に関する

検討会議提言」は大きなニュースです。これまで長きにわたり続いてきた部活動の在り方が大きく変わ

っていくことになります。提言では、〈目指す姿〉として、「少子化の中でも、将来にわたり我が国の子

供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保」などが挙げられ、〈改革の方向性〉とし

て「まずは、休日の運動部活動から段階的に地域移行していくことを基本とする」こと、「令和５年度

の開始から３年後の令和７年度末を目途とする（山間部や離島を除く）」こと、「地域におけるスポーツ

機会の確保、生徒の多様なニーズに合った活動機会の充実等」や、「地域のスポーツ団体等と学校との

連携・協働の推進」が挙げられています。また、将来的には、「平日の運動部活動の地域移行」も想定

されています。 

実際に改革を進める上では、「受け皿となる地域のスポーツ団体の確保」や「指導者の質・量の確

保」、「保護者の金銭的負担増」などの課題があり、八丈島のような島しょ部では、課題解決は簡単では

ありませんが、少しずつでも改革が進んでいくことでしょう。 

新型コロナウイルス感染症対策は続いていますが、４月の修学旅行、６月の職場体験、バスケットボ

ール部の大会参加、道徳授業地区公開講座と、年度当初の予定・内容どおりに実施できています。昨年

度、一昨年度は様々な変更を余儀なくされましたので、改めて、予定どおりに進められる「あたりまえ

の日常」のありがたさを痛感しております。生徒にとっても、落ち着いて物事に取り組める「日常」が

もどりつつあります。予断をもたず、感染症対策を継続して、「あたりまえの日常」を維持してまいり

ます。 
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   八丈町立三原中学校 
三原中だより 

〈三原中学校の教育目標〉 
人間尊重の精神を基調とし、豊かな社会の形成に貢献できる人間を育成する。                                

 ○やさしい人    ○たくましい人    ○よく学ぶ人 

〈校訓〉 
 『紳士たれ・淑女たれ』 

【 】三原中学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hachijoma-tky.ed.jp/mihara-jhs/ 



 
 

 

 
 

約半年前から準備してきた職場体験。３人とも充実した日々が過ごせたようです。労働の大変さ、人と

の関わり、接客等多くのことを学ばせていただきましたね。この体験を今後の学校生活に生かしていきた

いと書いてくれた人がいますが、全くその通りです。 

事業所の方々は、お忙しいにも関わらず快く職場体験を引き受けてくださいました。島の中学生のため

に職場を提供してくださったのです。その気持ちに応える必要が君たちにはあります。体験中はもとよ

り、今後に生かすのは当然のことですね。感謝の気持ちをもって体験が終えられたこと、素晴らしいと思

います。 

各事業所の皆様、温かな目で生徒を見守っていただき、ありがとうございました。この場を借りて、御

礼申し上げます。                                    【２学年主任】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘゴの森と、いそざきえんに校外学習に行って来ました。 

ヘゴの森では、３名のガイドさんに同行していただき、２km程度の 

コースを歩きました。生い茂るシダ植物の森を歩き、生徒たちは、「不 

思議な世界みたい」、「恐竜が出てきそう」と感想を語っていました。 

また、野鳥の鳴き声を聴いたり、 

昆虫を目にしたりして、存分に島 

の自然を味わっていました。 

いそざきえんでは、建物の歴史 

や郷土料理についてのお話をして 

いただき、八丈島独特の食材や調               

理方法などを学ぶことができました。 

2 年職場体験････6 月 1 日(水)～3 日(金) 

1 年校外学習････5 月 26 日(金) 

お世話になった事業所等：スーパーあさぬま様、美容室ＨＡＬＥ様、八丈民芸やました様 

【１学年主任】 



 
 

男子バスケットボール部 品川区夏季選手権大会   

 

バスケットボール部は品川区大会出場のため、富士中学校と合同で、6 月 3 日（金）から 6 月 7 日（火） 

まで都内へ遠征に行ってきました。都内 2 校との練習試合を経て、1 回戦の伊藤学園戦では、試合終盤ま

で一進一退の試合展開でしたが、試合終了 20 秒前に逆転に成功し、勝利を収めることができました。 

2 回戦での東海中戦では、惜しくも敗れまし 

たが、3 年生の活躍が見られる試合でした。 

試合後のミーティングでは、全員が充実し 

た遠征だったと振り返っていました。3 年生に 

とって部活動は一区切りとなりましたが、次 

のステージに向かって頑張ってほしいと思い 

ます。 

           【バスケットボール部顧問】 
 

 

                               

６月 7 日（火）に、快晴のもと、全校生徒・教職員でプール清掃を行いました。泥すくい、トイレ・更

衣室清掃、プール槽清掃と、生徒たちはそれぞれの担当箇所をしっかり清掃していました。生徒・教職員

の皆さん、大変お疲れさまでした。 

水泳授業は、期末考査後に開始予定です。                       【保健体育科】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プール清掃 



 
 

 

6 月 11 日（土）に道徳授業地区公開講座が行わ 

れました。 

講師に立正大学心理学部教授の鹿嶋真弓先生を 

お招きしました。各学年で道徳の授業を行った後、 

三原学園全体で「構成的グループエンカウンター」 

の手法を用いたワークショップを体育館で行いま 

した。 

自分について語ったり、ほかの人から見える自 

分の印象を聞いたりする活動を楽しそうに積極的 

に行う姿が見られました。 

下に生徒の感想を一部抜粋して掲載します。  

【道徳担当】 

 

                         

 

 
 

〈７月の主な行事予定〉※新型コロナウイルス感染予防等のため、変更となる場合があります。 

日 月 火 水 木 金 土 

６月 26日 

 

27 日 

朝礼 

 

28 日 

八丈高校見学会(3) 

29 日 SC 

合同職員会議 

社協学習教室 

30 日 

 

７月１日 

避難訓練 

専門委員会 

地区会 

文化行事実行委員会 

２日 

 

３日 ４日 

朝のつどい 

安全指導 

 

５日 SC 

奉仕活動(全学年・

みはらしの湯) 

６日 

職員会議 

社協学習教室 

７日 

アンサンブル

鑑賞教室(1・3) 

抽出面談始 

８日 

 

９日 

芝生ボランティア 

10 日 

 

11 日  

朝礼 

壮行会 

12 日 

抽出面談終 

 

13 日 SC 

心の教育 

研修会 

社協学習教室 

14 日                

文化行事実行委

員会 

15 日 

セーフティ教室 

保護者会 

バレーボール部遠

征始 

16 日 

 

17 日 

 

18 日 

海の日 

19 日 SC 

大掃除 

20 日 

終業式 

野球部遠征始 

21 日 

夏季休業始日 

サッカー部遠征始 

22 日 

 

23 日 

24 日、31 日 25 日 

夏季水泳教室始 

26 日 

 

27 日 

 

 

28 日 

 

 

29 日 

夏季水泳教室終 

30 日 

 

 ＊ SC：スクールカウンセラーの勤務日 
    

お子様の様子が気になるときはいつでも学校へご相談ください。（学校７－００５７） 

〈学校以外の相談窓口〉 

☆八丈町教育相談室(2-0591) ☆東京都いじめ相談ホットライン(03-5331-8288) 

☆東京都教育相談センター(03-3360-8008)    

☆東京都児童相談センター(03-3202-4152) 

   

      

道徳授業地区公開講座 

・ 人によって、自分の印象が少しずつ違っていて面白いなと思いました。 

・ その人の事を理解しているつもりでも、相手は違うものを選んでいたので、決めつけないように 

しようと思った。 


